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事例４ 情報発信                              配付資料

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットでの悪口
わ る く ち

が罪
つ み

になる？ 

たとえいたずらでも、誹
ひ

謗
ぼう

中 傷
ちゅうしょう

、犯行
はんこう

予告の書
か

き込
こ

みは

厳正
げんせい

に処分
しょぶん

されます。刑法
けいほう

では、主
おも

に「名
めい

誉
よ

毀
き

損
そん

罪
ざい

」「脅迫
きょうはく

罪
ざい

」

「威
い

力
りょく

業
ぎょう

務
む

妨害
ぼうがい

罪
ざい

」などの罪
つみ

に問われることがあります。

ネット上の掲
けい

示
じ

板
ばん

やチャットなどで自分の考えを伝える場合は、文字

による情
じょう

報
ほう

だけになってしまいます。自分は冗談
じょうだん

でからかっているつ

もりでも、相手はとても傷
きず

ついているかもしれません。 

会って会話をしていても、ケンカになることがあるのです。書
か

き込
こ

み

をするときは、送信する前に、相手やそれを見た人がどう感じるか、何

度も読み返して確認
かくにん

するようにしましょう。 

無料で開設
かいせつ

できるブロ

グのサービスがあるから

作ってみよう。 

簡単
かんたん

に作れるよ。ブロ

グでたくさん 情
じょう

報
ほう

発信

できるよ。 

作ったのはいいけど、

だれも見てくれないな。 

友だちのうわさ話がお

もしろそうだな。 

そうだ、この前行ったカ

レー屋さんのカレーがまず

かったから、悪口を書いち

ゃえ。 

インターネット上の掲示板
けいじばん

やブ

ログへ書
か

き込
こ

まれたことは、世界

中の人が見るんだよ。 

どんな影響
えいきょう

が出るか十分考え

ないと大変なことになるよ。 

お店に深刻
しんこく

な被
ひ

害
がい

が出たら、営
えい

業
ぎょう

妨害
ぼうがい

で 訴
うった

え ら れ 、 損害
そんがい

賠償
ばいしょう

の責任
せきにん

が問われ

ます。 

ポイント 
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                               教師用資料

＜背 景＞ 

掲示板、ブログやチャットのほとんどは、ハンドルネーム(仮名)などの匿名でメッ

セージを投稿することができます。このことは、自分の立場や肩書きに関係なく、自

由な意見を表明できたり、情報発信への心理的な敷居を低くしたりするメリットにつ

ながります。一方で、無責任な発言や有害情報を発信したり、別人になりすましたり

するといった問題を引き起こすデメリットがあります。 

 
 
＜事件事故の例＞ 

例１ 殺害予告 脅迫 

中学２年男子が、実名入りで「一週間後に○○町の小学生を３人殺しま

す。」と書き込んで、補導され、翌週に書類送検された。 

 

例２ 危害予告 威力業務妨害 

高校１年男子が、携帯電話から「次は○○市の児童を狙う。」と小学校

を名指しし、さらに「狙います。」などの書き込みをし、逮捕された。 

 
 
＜指導上の留意点＞ 

匿名による気軽な投稿が、ときに犯罪にもつながってしまうことを十分に理解させ

ます。被害を受けた場合の対応法や、自らが加害者にならないための心構えをしっか

りと指導することが大切です。 

１． 被害を受けた場合は、名誉毀損やプライバシー侵害として裁判所に訴えること

ができること。 

２． いたずらの犯罪予告なども、犯罪として罪に問われる可能性があること。 

３． 匿名でも、法的手段によって発信者を特定できること。 

 
 
＜解説例＞ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

小学校６年生のＡ君は、子ども向けのチャットサイトをよく

利用し、小学生の仲間とチャットを楽しんでいました。ある時

ちょっとした言い争いからチャット上で仲間とケンカになって

しまいました。何日かたつと、そのチャットや他の掲示板に、

自分のハンドルネームを勝手に使われて、あたかも自分が書い

たかのように悪口を書き込まれてしまい、Ａ君が悪者にされて

しまいました。どうしてケンカになってしまったのか考えまし

ょう。ケンカにならないようにするには、どうしたらよいか考

えましょう。 

また、Ａ君は、この後どうしたらよいでしょう？ 

 

１． まず、両親や先生に相談しましょう。 

２． チャットの利用を一時やめて、一切相手にしないようにし

ましょう。 

３． チャットの記録が履歴などで残っていれば、日時と合わせ

て保存し、管理者に事情と記録を連絡しましょう。 
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